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き
ま
り
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
を

き
ま
り
が
ほ
し
ょ
う
す
る
安
全
な
生
活

金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議
会

一一

楽
し
い
夏
休

み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
一
か
川

以
上
に
わ
た
る

災
い
休
み
で
す

か
ら
、
ど
う
し

て
も
解
放
的
に

な
り
、
生
活
も

乱
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
そ
こ

で
、
金
木
町
校

外
指
導
連
絡
協

鍍
会
（
会
腿
伊

藤
清
蔵
金
商
校

長
）
で
は
、
教

育
委
典
会
と
小

・
中
．
高
の
先

生
方
が
、
児
童

会
や
生
徒
会
、

子
ど
も
会
な
ど

で
の
話
合
い
を

参
老
に
し
て
、

健
康
と
安
全
を

第
一
と
す
る
生

活
の
き
ま
り
を

つ
く
っ
て
、
児

葹
・
生
徒
の
奥

休
み
の
生
椚
を

折
導
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
・

町
民
、
父
舩

の
み
な
さ
ん
、

子
ど
も
た
ち
が

夏
休
み
を
楽
し
く
す
ご
す
と
と

も
に
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

第
二
学
期
に
は
元
気
に
登
校
で

き
る
よ
う
、
こ
の
き
ま
り
を
よ

く
守
ら
せ
、
事
故
の
な
い
安
全

な
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
御
協

力
を
お
脈
い
い
た
し
ま
す
。

○
実
行
で
き
る
生
活
Ⅲ
裸
表
を

つ
く
り
、
規
則
正
し
い
生
沼

を
お
く
ろ
う
。

○
早
堪
、
早
起
き
の
押
悩
を
獣

に
つ
け
、
テ
レ
ビ
の
兇
す
ぎ

を
つ
つ
し
も
う
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放
送
の
ラ
ジ
オ

体
操
に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
。

○
朝
早
く
か
ら
友
達
を
た
ず
れ

て
遊
び
に
さ
そ
わ
な
い
よ
う

に
。

○
進
ん
で
家
術
を
分
仙
し
、
食

撫
は
家
族
そ
ろ
っ
て
と
る
よ

う
に
し
よ
う
。

○
先
生
と
杣
淡
し
て
、
無
理
や

無
駄
の
な
い
計
阿
を
た
て
よ

Ｐ
ハ
ノ
Ｏ

ｏ
術
題
は
早
め
に
し
あ
げ
る
よ

家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
家
庭
を

夏
休
み
を
活
か
す

学
習
計
画
を’

○
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
を
つ

つ
し
も
う
。
特
に
、
生
水
に

は
気
を
つ
け
よ
う
。

○
手
洗
い
、
う
が
い
、
汗
ふ
き

は
、
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
励

行
し
よ
う
。

○
人
術
、
卜
耕
の
取
稗
は
、
な

る
ゞ
へ
く
多
く
、
睡
眠
は
充
分

に
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

休
み
を
利
川
し
て
医
者
に
み

て
も
ら
い
、
治
し
て
お
こ
う
。

○
制
服
を
椅
川
し
な
い
時
間
が

多
く
な
る
の
で
、
特
に
服
装

に
は
気
を
つ
か
い
、
乱
れ
な

（
次
ぺ
ｌ
・
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

う
計
画
し
、
に
が
て
な
教
科

の
お
く
れ
を
と
り
も
ど
す
よ

う
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
。

○
夏
休
み
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
研
究
（
観
察
・
実
験
・
見

学
洲
査
・
肋
植
物
の
標
本
採

集
な
ど
）
を
、
ひ
と
つ
ぐ
ら

い
手
が
け
よ
う
。

○
教
科
の
予
将
・
復
習
は
、
棚

の
涼
し
い
う
ち
に
終
り
、
午

後
は
間
由
研
究
に
あ
て
よ
う
。

外
出
・
服
装
の
心
得

夏
の
健
康
法
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◎
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た

め
に

○
徒
歩
や
自
転
車
・
◆
ハ
イ
ク
で

あ
っ
て
も
交
通
規
則
は
絶
対

に
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

○
偲
サ
無
視
、
車
の
面
前
・
祗

後
の
俄
断
は
絶
対
し
て
は
な

ら
な
い
。

い
上
う
に
し
よ
う
。

○
外
出
の
時
は
、
場
所
・
州
宅

予
定
時
刻
を
杵
げ
る
よ
う
に
。

○
父
雌
と
Ｍ
伴
の
時
以
外
は
、

み
だ
り
に
飲
食
店
に
出
入
り

し
な
い
よ
う
に
。

安
全
で
健
康
な
生
活

、

方Iで
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○
。
ハ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
や
二

人
乗
り
、
自
転
車
の
二
人
乗

り
、
並
進
は
絶
対
し
な
い
。

○
通
路
で
の
遊
び
、
急
な
唯
び

出
し
は
や
め
よ
う
。

○
施
没
の
な
い
金
木
町
で
は
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
水
泳
に
つ
い
て

○
金
木
町
で
は
、
プ
ー
ル
以
外

の
場
所
で
泳
ぐ
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

○
プ
ー
ル
利
川
の
き
ま
り
と
時

間
は
必
ず
守
り
、
監
視
の
人

と
先
生
の
指
導
に
し
た
が
っ

て
、
楽
し
く
泳
ぐ
こ
と
に
し
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今校キャ

ンプ括働

研修会終業式 終業式|終業式

終業式||終業式
○
準
伽
体
操
を
す
る
、
充
分
休

息
す
る
、
自
分
の
力
を
考
え

て
泳
ぐ
な
ど
、
水
泳
の
心
得

を
守
る
よ
う
に
し
よ
う
。

◎
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
水

浴
な
ど
に
つ
い
て

○
児
亜
・
生
徒
だ
け
で
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
、
海
水
橘
へ
い
っ

て
は
な
ら
な
い
。

○
保
巡
者
が
川
行
し
、
ま
た
は

経
験
の
あ
る
成
人
の
リ
ー
ダ

ー
が
あ
っ
て
、
保
泄
者
が
Ⅲ

瞳
し
て
い
る
蝪
介
は
よ
ろ
し

い
。

○
実
施
す
る
場
合
は
、
担
当
の

先
生
を
旭
じ
て
学
校
艇
に
肘

け
て
許
可
を
得
よ
う
。
（
父

1

1鯛テ
県中|体連

’
県少年
野球大会

趾
を
含
む
家
族
で
川
か
け
る

時
は
い
ら
な
い
）

○
螂
前
の
準
伽
、
無
恥
の
な
い

汁
川
、
食
物
、
薬
仙
な
ど
に

充
分
気
を
く
ば
り
、
絶
対
蛎

故
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

◎
娯
楽
や
遊
び
に
つ
い
て

○
テ
レ
ビ
、
映
呵
、
雑
誌
な
ど

は
、
よ
く
内
奔
を
洲
べ
、
良

い
愁
い
を
判
断
し
て
見
た
り

沈
ん
だ
り
し
よ
う
。

○
花
火
な
ど
で
遊
ぶ
と
き
は
、

入
ご
み
や
人
家
の
裾
雌
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
さ
け
、
後
始

末
は
き
ち
ん
と
し
よ
う
。

○
ボ
ー
リ
ン
グ
、
つ
り
堀
な
ど

禁
止
さ
れ
て
い
る
遊
び
を
し

土終業式’災ボー皇水泳大会
日‘

月金木町校外指導連絡協議会オリエンミ 一リン|グ大会ｰ

○
外
川
の
時
間
、
州
七
時
刻
、

プ
ー
ル
の
使
川
な
ど
、
小
・

中
・
間
そ
れ
ぞ
れ
各
学
校
の

き
ま
り
を
守
る
こ
と
に
つ
と

て
は
な
ら
な
い
。

○
た
ば
こ
、
か
け
・
ご
と
な
ど
、

よ
く
な
い
遊
び
は
、
は
っ
き

り
し
た
態
座
で
断
わ
ろ
う
。

○
人
Ⅲ
の
働
き
を
な
く
し
、
欲

望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

く
す
る
シ
ン
ナ
ｌ
、
ボ
ン
ド

は
す
・
へ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

心
し
て
誘
惑
を
退
け
、
魂
を

う
・
い
な
い
よ
う
に
し
に
う
。

そ
の
他

工

-r・供会
野球大会水泳大会

め
よ
う
・

○
町
内
各
神
社
の
悔
桝
（
に
い

み
や
）
、
奥
ま
つ
り
、
川
介

地
職
尊
大
祭
に
つ
い
て
は
、

家
族
Ｍ
伴
い
外
川
を
脈
則
と

し
、
一
人
歩
き
を
さ
け
、
心

し
て
岬
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。

○
奥
休
み
の
校
舎
利
川
、
ク
ラ

ブ
（
部
）
の
練
料
に
つ
い
て

は
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
汁
阿

に
従
っ
て
問
題
の
な
い
渦
動

を
し
よ
う
。

○
他
校
に
は
、
脚
叫
な
く
立
ち

人
．
ｂ
な
い
こ
と
と
し
、
使
川

を
許
可
さ
れ
た
蝪
介
も
特
に

気
を
つ
け
よ
う
。

毎
蝿
罐
一
一
鐵
一

臓
伴
慨
一
始

紗
ム
ロ

｜
式
一

業
一

吻

式業吻ム
ロ

ー
画

一
ム
ロ

｜
業
一

式
一

一
式

一
ム
ロ

｜
業，

｜
櫓

一
一
一
一
蝉
乍
一

一
土
一
日
一
月
一
火
一
水
一
木

一
加
一
虹
一
理
一
溺
一
塑
一
妬

中
上
会

姪
睡
紘

西
学
麓

１
１
１

始業式

始業式

一
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七
川
、
八
月
は
一
年
中
で
蚊

も
血
液
が
不
足
と
な
る
時
期
で

す
。
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
一
人

で
も
多
く
献
血
に
協
力
し
て
く

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

雌
近
に
お
け
る
交
通
那
故
、

労
働
災
押
の
多
発
や
輸
血
を
必

要
と
す
る
疾
病
の
琳
加
は
、
医

学
の
進
歩
と
あ
い
ま
っ
て
、
ま

す
ま
す
多
飲
の
輸
血
川
血
波
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
現
在
の
科
学
の
力
を

も
っ
て
も
人
工
的
に
つ
く
ら
れ

る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
採
血
し
た
血
液
を
愛

期
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
な

蕃蕃義 家平一 一
つ
の
命
を

み
ん
な
で
助
け
よ
う

献
血
に
ご
協
力
を

森比呂志‘’

急（』胸 う
ど
〃

を

4~露
〆-た受尭二s、～,，億

瓢
ｅ

⑨

い
の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
、

ど
う
し
て
も
健
康
な
人
々
か
ら

献
血
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。献

血
は
健
康
な
人
な
ら
だ
れ

で
も
で
き
ま
す
が
、
法
律
に
よ

っ
て
採
血
の
鵬
維
が
次
の
よ
う

に
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
年
齢
が
十
六
才
～
六
十
五
才

未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
体
並
は
、
男
子
が
山
十
五
霊

以
上
、
女
子
が
四
十
誌
以
上
で

あ
る
こ
と
。

③
血
液
の
比
亜
が
一
・
○
五
二

以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
雌
商
血
圧
が
面
”
（
水
銀
圧

’講醗琴
§
一‐

〆

C

‐

/尽捲 （
筆

み
と
う

華
令
、
尤

〆
だ
よ ）

以
上
で
あ
る
こ
と
。

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
回
の
採
血
趾
は
二

百
閾
と
な
っ
て
お
り
、
採
血
の

揃
さ
は
針
を
さ
す
と
き
チ
ク
リ

と
す
る
だ
け
で
す
。
血
恢
の
敢

要
性
を
認
識
し
て
献
血
に
協
力

旬
Ｌ

ど
、
ク
？

こ
れ 夏の県民交通安全運動’

色
葱
溌
畷

7月21日～30日

’季
？
《
じ
ん

の
オ
ダ
／

マ
だ

ご協力下さい。
の､

淫

行
政
符
理
庁
で
は
、
金
木
町

住
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
弊

の
相
淡
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を

手
助
け
す
る
た
め
、
次
の
方
を

「
行
政
杣
談
委
血
」
に
委
蛎
し

て
い
ま
す
。

田
村
雄
三
金
木
町
小
川
町

地
②
２
２
３
２

杣
淡
は
無
料
で
、
凹
噸
・
雌

話
・
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で

も
よ
く
、
州
淡
を
受
け
た
行
政

杣
縦
委
員
は
秘
裕
を
守
り
、
親

身
に
お
仙
話
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

杣
談
の
内
詳
は
、
役
所
の
仕

青
森
行
政
監
察
局
の

お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。

聯
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
よ
く
、
例
え
ば
、
役
所
の

仕
覗
が
遅
い
、
不
親
切
だ
、
納

神
で
き
な
い
、
法
律
や
手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
弊
、
Ⅱ
噸
お
肘

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

＝今－－0－

件
い
か
の
マ
ー
ガ
リ
ン

み
そ
あ
え

①
い
か
を
ゆ
で
て
、
輪
切

り
に
す
る
。

②
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に

し
、
す
り
ば
ち
で
み
そ

マ
ー
ガ
リ
ン
と
合
わ
せ

て
す
る
。
。

③
い
か
を
ね
ぎ
み
そ
で
あ

え
て
で
き
あ
が
り
”

●
材
料
（
山
人
分
）

○
い
か
二
八
○
噌

○
れ
ぎ
二
○
〃

○
み
そ
川
○
〃

○
マ
ー
ガ
リ
ン
入
さ
じ
一

蕊燕溌溌溌
溌蕊

灘翻溌

灘
溌蕊蕊蕊黙
凝凝韓凝識

金
木
高
校
家
庭
科

旧
さ
さ
も
ち

①
蝿
さ
と
う
は
細
か
く
き

ざ
ん
で
お
く
。

②
粉
に
、
鵬
さ
と
う
、
Ⅲ

さ
と
う
を
溶
か
し
、
マ

ー
ガ
リ
ン
を
混
ぜ
る
。

③
水
を
一
カ
ヅ
プ
く
ら
い

準
附
し
、
様
ｆ
を
み
な

が
ら
②
に
加
え
、
耳
た

ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に

す
る
。

④
適
岬
に
丸
め
、
樅
の
熊

に
包
む
。

⑤
蒸
虹
の
た
っ
て
い
る
無

し
器
で
ニ
ト
分
撫
す
。

「
小
寺
」
「
川
村
」
の
印
か

ん
が
役
場
敷
地
内
よ
り
拾
い
Ｍ

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
心

当
り
の
方
は
金
木
警
察
署
ま
で

お
出
で
ド
さ
い
。

※
拾
得
物
の

お
知
ら
せ

－－＝‐一一一－－－－－－－一一一一一■守寺一宇一一＝ － － － － － ■ ‐ 一 一 一 一 一 や 一 一 一 ■ ■ Q ‐ － 年 ‐ ① － ● 七 今 ■ － ●
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中
将
幸
治
（
由
美
）
川
倉

伊
藤
健
一
（
武
二
班
瀬

今
伸
人
（
勝
雄
）
喜
良
市

沢
川
由
香
利
（
誠
一
）
金
木

松
川
鉄
也
（
平
昭
）
班
瀬

夏
坂
奈
菜
子
（
政
秀
）
金
木

今
美
智
子
（
外
二
喜
良
市

野
宮
正
隆
（
和
徳
）
金
木

中
川
圭
子
（
満
男
）
諜
良
市

石
戸
谷
尚
仁
（
鋺
治
）
金
木

菫妻言言臺
薑
菫
三
雲
薑
舅

－ご誕生－
おめでとう

冒菫菫

ｓ
月
蝸
日
は

成
人
を
祝
う
会
へ

篝篝織
（
５
川
恥
出
分
） 雪韮藝譽

薑菫
■
二
二
一
０…

～

松
尼
準
人
（
光
秋
）
金
木

岡
川
芥
（
忠
則
）
稗
良
市

岡
川
繁
志
彦
（
金
爪
）
謀
良
市

今
染
弘
（
正
紀
）
謀
良
市

竹
内
幹
（
瑞
男
）
藤
枝

、
川
里
子
（
彰
二
藤
枝

浅
川
さ
っ
き
（
正
二
金
木

小
野
太
樹
（
拓
男
）
卉
良
市

浅
利
典
智
子
（
浦
美
）
川
倉

三
上
智
忠
子
（
力
男
）
喜
良
市

虎
谷
智
子
（
雅
光
）
金
木

今
猟
美
（
遊
茂
）
班
瀬

古
川
爽
司
（
界
）
蒋
良
市

佐
藤
韮
一
郎
（
治
栄
）
金
木

人口と世帯 数

男7,316

人 口女 7, 411

計14，727

世帯数3，681

(S52．5.31現在)'

1

1

、

一

神
方
僚
子
（
淌
春
）
諾
瀬

伊
藤
勝
義
（
光
雄
）
金
木

斎
藤
和
（
勝
）
斑
瀬

藤
元
太
助
（
由
光
）
祥
良
市

布
戸
芥
厚
志
（
広
）
金
木

工
藤
兇
大
（
菩
徳
）
藤
枝

太
旧
裕
美
（
備
義
）
金
木

今
俊
也
（
俊
秋
）
卉
良
市

秋
元
山
紀
子
（
文
治
）
斑
瀬

（
雌
帖
幟
迄
韮
鋤
跡
一
麺
田
細

（
吟
川
真
州
蕪
蔬
程
一
幅
哩
啼

（
幟
瞬
癖
認
一
唖
獅
一
誹
良
価

（
脹
雑
錘
恋
淵

、
泉
谷
宏
次
（
勇
右
衛
門
）
川
倉

一
鈴
木
光
代
鹿
之
助
）
愛
知
際

（
州
峅
睦
混
一
蔀
三
割
一
銅
知
叫

（
州
崎
鋪
↑
一
癖
畔
一
癖
川
細

（
硴
鋤
よ
咽
識
一
諦
牽
一
峠
形
癖

へ
松
本
信
彦
（
聯
作
）
五
所
市

一
脈
田
佳
枝
（
徳
三
中
柏
木

一ご結婚

詞おめでと

、
宗
方
商
（
英
教
）
柵
鮎
県

三
二
橘
つ
ぐ
子
（
政
美
）
藤
枝

（
睡
諦
ま
率
↑
一
躍
榊
一
癖
窄
姉

（
誇
藤
ま
燕
一
一
竜
荊
一
蕊
緬

（
岬
叩
悦
蓉
一
癖
碓
一
惇
里
噸

忌
細
吟
辨
趣
跡
塗
縣

（
袖
州
》
恭
一
桂
郷
一
計
輕
価

（
抑
鋤
鉦
杣
一
荊
睾
軒
田
諏

（
御
川
由
樺
秘
一
味
郷
一
蕪
所
岬

へ
津
蹄
登
（
熊
太
郎
）
金
木

一
山
内
さ
だ
子
（
粕
蔵
）
五
所
市

（
細
郡
谷
蛎
叫
堤
垂
碓
手
訓
市
祷

（
惟
詫
岬
封
一
垂
唖
獅
一
催
詳

今
消
克

中
谷
新
一

鴫
海
徳
川
郎

挾
木
正
巳
グ ヘーーヘへ

69537954
m 一戸一一一一

喜
良
市

川
介

縣
瀬

金
木ー

工
藤
順
一
（
妬
）
川
倉

藤
旧
ア
子
．
（
刃
）
金
木

、
川
春
之
助
（
堅
嘉
瀬

閥
村
あ
ぐ
り
（
鋤
）
喜
良
市

浜
田
熊
古
（
路
）
嘉
瀬

松
川
刀
二
郎
（
、
）
嘉
瀬

藤
ル
伝
蔵
（
刀
）
金
木

、
川
伝
隈
（
鋤
）
褥
良
市

今
イ
ョ
（
池
）
喜
良
市

岡
田
布
流
郎
（
沼
）
喜
良
市

（
総
久
轆
齢
誰
噸
綱

（
趣
椰
孝
鈴
垂
華
稚
郵
一
軒
葉
押

（
郡
酬
蹄
泓
一
州
誇
一
鋒
林

へ
雌
野
勝
徳
（
秀
二
金
木

一
熊
谷
ツ
ヤ
子
（
正
夫
）
神
奈
川

（
唯
蔀
橲
釧
一
軸
結
一
鑑
森
柿

（
雛
瀧
（
蕊
一
議

へ
櫛
引
仁
三
郎
（
字
太
郎
）
金
木

一
商
橘
初
枝
（
元
太
郎
）
青
森
市

（
削
軸
燕
雌
辮
桶

（
雑
州
あ
燕
辨
一
韮
癖
一
諮
里
鞆

（
州
木
蕊
畢
忘
掛

へ
鳴
海
務
（
与
右
衛
門
）
嘉
瀬

一
安
保
都
志
子
（
豪
夫
）
市
浦
村

〃
た
ば
こ
の
花
を
便
所
に
入

れ
て
お
く
と
ウ
ジ
を
退
治
で
き

る
〃
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で

二
迅
◎

す
力先

Ｈ
、
町
是
室
へ
災
厄
さ
ん

が
お
出
で
に
な
り
、
こ
ん
な
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
た
ぱ
一
品
花
に
あ
る
一
ヨ

チ
ン
で
便
所
に
出
て
く
る
ウ
ジ

を
退
治
で
き
る
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
た
ば
こ
の
花
を
分

け
て
や
っ
て
、
ウ
ジ
を
絶
滅
さ

せ
た
ら
ど
う
か
。
」

で
は
、
た
ば
こ
の
花
は
ど
こ

か
ら
持
っ
て
き
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
と
、
七
川
中
旬
に
た
ば

こ
の
花
を
摘
み
取
っ
て
畑
に
投

げ
て
し
ま
う
の
で
、
畑
ま
で
も

ら
い
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
た
ば
こ
の
花
がげ

ほ
し
い
方
は
、
長
尾
久
雄
さ
ん

（
金
木
町
山
通
町
・
地
②
２
９

９
１
番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

た
だ
、
も
の
が
ニ
コ
チ
ン
だ

け
に
、
水
路
に
流
れ
た
り
す
る

と
、
公
群
問
題
に
な
る
危
険
性

も
あ
る
た
め
、
取
扱
い
に
注
意

が
必
要
で
す
。

》
繍
繍
繊
瀧
》

一 一一一一一一
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